
　このたびはPLC中継器をお買いあげいただきまして誠にありがとうございます。
本装置を正しく使っていただくために、ご使用の前にこの「取扱説明書」をよくお読みください。
また、お読みになったあとは、必ず保管していただきますよう、お願い申し上げます。

●本書の内容を無断で転載することは禁止されています。

●説明内容および設定などでご不明な点がございましたら、必ず当社までお問い合わせください。
お客様ご自身での設定などによる不具合、損害等の責を当社で負うことは、ご容赦ねがいます。

●本装置は生産中止後の修理対応期間を5年間といたします。
但し､5年以内であっても修理用部品の在庫が無くなった場合は、当該部品を必要とする修理対応が
できなくなる場合がございます。

PLC中継器  ■取扱説明書

RNU-210 

要保存
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安全上のご注意　
●ご使用になる前にこの｢安全上のご注意｣をよくお読みの上、正しくご使用ください。　　
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●表示とその意味は次の通りです。

表示 表示の意味

　  危険 誤った取り扱いを行った場合に危険な状況が起こり、死亡または重
傷を受ける可能性が想定される場合を示します。

　  注意
誤った取り扱いを行った場合に危険な状況が起こり、中程度の傷害
や軽傷を受ける可能性が想定される場合、および物的損害のみの
発生が想定される場合を示します。

物的損害とは家屋 ･ 家財および家畜 ･ ペットにかかわる拡大損害を意味します。

■図記号の例

図記号 図記号の意味

△は警告を示します。
具体的な内容は△の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は｢感電注意｣を示します。

Xは禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な内容はXの中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は｢分解禁止｣を示します。

●は指示を示します。
具体的な内容は●の中や近くに文章や絵で示します。 
左図の場合は｢一般の義務的行為｣を示します。

■施工上の注意事項

●電気工事は有資格者（電気工事士）が行ってください。
　工事に不備があると火災や感電などの事故の原因となります。

●配線工事を行うときには、必ず各機器の取扱説明書およびマニュア
ル等を読んで、それに従ってください。

　感電などの事故や負荷機器の物的損害などの原因となります。

●製品に強い衝撃や過度な荷重を加えないよう注意してください。衝
撃などを加えた場合や、亀裂、破損、変形、その他異常・故障などが発
生した場合は、販売代理店、もしくは弊社営業担当までご連絡くださ
い。

危険

専門業者

取扱説明書確認

注　意
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安全上のご注意　

■使用上の注意事項

●ケースカバーは、必ず取り付けてください。
　端子や電線に直接触れて、感電などの事故の原因となります。

■設置場所の注意事項
●次のような場所での設置・使用をしないでください。誤動作、寿命低

下、事故、故障の原因となります。
・ 周囲温度が −10 ℃～55 ℃の範囲を超える所
・ 周囲湿度が 90 ％を超える所や、90 ％以下であっても結露する所
・ 水がかかったり、直射日光（紫外線）が当たる所
・ 塩環境の場所
・ 油・油煙のかかる所
・ 振動や衝撃の多い所
・ ノイズやサージを発生する機械のある所
・ 強電界、強磁界の発生する所
・ 埃（特に鉄粉やカーボンなどの導電性の粉塵）やアンモニア、亜硫

酸ガスなどの腐食性ガスの多い所
・ 医療用機器など生命に重大な影響を及ぼす電気機器などが接続さ

れた電源系統
・ 電力線通信方式インターホンなどの電力線通信方式の機器が既に

設置されている所
・ 低圧進相コンデンサが設置されている所
・ メンテナンスを行うことができない所
・ 屋外

■保守・点検・廃棄上の注意事項

●保守・点検は電気工事士の資格を有する者が行ってください。

●保守・点検は定期的に（年１回程度）行ってください。
端子の締め付けが緩んでいたりすると、火災などの事故の原因とな
ります。

●本体に関連する電源プラグ、コンセントについては、緩み・埃・湿気な
どによる絶縁不良、接触不良などが発生しないよう同様に点検してく
ださい。

●定格銘板が劣化や破損により確認できなくなった場合は、販売代理
店、もしくは弊社営業担当までご連絡ください。

 

危険

注意 点検確認

感電注意

注意 禁　止
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●分解、改造やご自身での修理は絶対に行わないでください。
感電、火災などの事故や本体の故障の原因となります。

●異常が起きた時には電源を切り、電気工事士の資格を有する者に連
絡してください。そのまま使用すると、火災や負荷機器への悪影響
の原因となります。

●廃棄する場合は、産業廃棄物として処分してください。
注　意

電源を切れ

分解禁止

注意
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保証の範囲と生産中止後のお取り扱い
保証期間は、本装置を納入後１年といたします。
保証期間中に当社が納入した本装置に欠陥があるときは、無償で修理・交換いたします。
（原則として、本装置を引き取り修理させていただきます。）
ただし、下記の項目に該当するときは、修理を有償とさせていただきます。
○本装置を本書に記載されていない不適当な取り扱いでご使用になった場合
○故障の原因が当社以外の理由による場合
○当社以外の改造・修理による場合
○天災・当社以外の人災などによる場合

保証は、本装置の保証を意味するもので、本装置の故障で誘発される損害についてはご容赦ください。
本装置は生産中止後の修理対応期間を５年間といたします。但し､５年以内であっても修理用部品
の在庫が無くなった場合は、当該部品を必要とする修理対応ができなくなる場合がございます。
本書に記載されていない内容で不明な点につきましては、当社にお問い合わせください。

有償業務の範囲
次のような場合は、別途費用を申し受けます。
○取り付け調整指導、または試運転立ち会い
○保守・点検、調整
○技術指導、および技術教育
○本装置に付属の取扱説明書、試験成績書などの再発行または、発行部数の追加

　保証
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最大 2 段の中継が可能
（中継器アドレス１、２の設定必要）

警報表示器
データゲートウェイ

FVP（α） 電力線

PLC
中継器 2

（アドレス 2）

PLC
中継器 1

（アドレス１）

FVP（α）～警報表示器間の
分電盤などに設置

■概要
PLC中継器は、デマンドシステムコントローラ® スーパーマックスFVPまたは、FVPα（以下FVP
（α））などの設置箇所と警報表示器などPLC受信機能を持つ製品設置箇所の中間点（分電盤など）
に設置し、FVP（α）より出力されるPLC信号を受信するとともに、警報表示器に対するPLC信号の
送信を行うことにより、FVP（α）〜警報表示器間のPLC伝送における信号の中継を行う装置です。
本装置の使用により信号の減衰などによる、伝送上の問題が生じる環境においても通信の信頼性を
確保し、通信距離の延長を図ることを目的としています。また、RS-485通信機能を有しているた
め、PLC通信のできない別バンクでも通信可能です。

※デマンドシステムコントローラは、大崎電気工業株式会社の登録商標です。

■構成・付属品

　本体 
　○ PLC 中継器（RNU－２10）・ ・・・・・ 1 台

　付属品
　○取扱説明書（本書）・ ・・・・・・・・・ 1 部
　○出荷試験成績書・ ・・・・・・・・・・ 1 部
　○外部取付足・ ・・・・・・・・・・・・ ４個
　○ M4 タッピングビス・ ・・・・・・・・ ４本

　概要
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電源定格 AC100V 50／60Hz

製造番号
消費電力 7VA

PLC中継器
形 名 ＲＮＵ－２1 0

①②

①

⑥

④

③

⑦

⑤

①本体（ボディー＋カバー）
・ PLC中継器本体です。

②カバースクリュー
・ カバー部をボディー部に取り付けるための付属品です。

③外部取付足 
・ 本体を設置場所へ取り付けるための付属品です。

④マグネット
・ 本体を金属面の設置場所へ取り付けるための磁石です。

⑤通気孔	
・ 内部の発熱を抑えるための通気孔です。通気孔をふさぐことの無いように注意してください。

⑥Ｍ４タッピングビス	
・ 本体に取付足を取り付けるための付属品です。

⑦通線孔	
・ 電源線及びRS-485通信線のための引き込み口です。
 

　各部の名称と働き
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⑫

⑩ ⑪

⑧

⑨

＜カバー開放図＞

⑧設定用 SW（10 ページ）
・ 各種設定を行うスイッチです。設定方法を参照して設定を行います。

⑨ LED 表示部（12 ページ）
・ 本装置の動作状態を表示します。表示機能を参照してください。

⑩電源端子（9 ページ）
・ 電源端子台です。接続・配線方法を参照して接続してください。

⑪ RS-485 通信（9 ページ）
・ RS-485通信用端子台及び終端抵抗SWです。接続・配線方法を参照して接続してください。

⑫保護ヒューズ　　　　　
・ AC250V 10Aのヒューズです。 
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4.3mm以上 8mm以下
絶縁チューブ

電源
接続する場合は、以下の圧着端子を使用して
ください。

圧着端子部は、使用する電線の
サイズに合わせてください。

本装置のAC100V電源配線は、FVP（α）および、警報表示器と同一のバンク、同一相に接続します。

●配線工事は電源プラグを抜いた状態にして行ってください。

●接続終了後は、必ずカバーを取り付けてください。
●端子ねじは確実に締め付けてください。 適正締付トルク 「1.2N・m（約

12kgf・cm）」

●電源プラグの差込は、最後まで確実に行ってください。火災などの事故の
原因となります。

ＲＳ-４８５通信
端子台への接続は、指定のケーブルを用いてください。（シールド付ツイストペアケーブル ＦＣＰＥＶ
φ０．９　１Ｐ、またはＣＰＥＶ－Ｓ　φ０．９　１Ｐ）
端子には極性がありますので、接続の際にはご注意ください。
電源線とはなるべく距離を置いて配線してください。
ＲＳ-４８５通信線の両端で終端処理を行います。本体のＳＷ８をＯＮすることで終端処理となります。

●雷害対策
ＲＳ-４８５通信線の接続は、本体および関連機器を屋内で使用することを前
提にしています。ＲＳ-４８５通信線が屋外を経由する場合は、雷サージなど
の影響を回避するためのサージ吸収素子（避雷器など）を取り付けてくださ
い。

接続注意

注　意注意

　接続・配線方法

感電注意

注　意注意
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　設定方法
本装置は本体内部のスイッチにより各種設定を行います。
出荷時のスイッチの設定は全てOFFですので、設定表を基に対象機種に合わせて設定してください。
各スイッチの設定機能は以下の通りです。

（１）基本設定（SW1）
中継器アドレスと対象機種の設定を行います。装置設置時に設定の必要があります。

（２）送信レベル設定（SW2）
PLC信号レベルの制御方法及び送信レベルの設定を行います。通信異常時などに設定します。

（３）通信設定（SW3）
RS-485通信の設定を行います。RS-485通信使用時に設定の必要があります。

（４）モード設定（SW4）
感度レベルの設定を行います。通信異常時などに設定します。

（５）PLC 設定（SW5）
PLC信号の出力周波数の設定を行います。

スイッチ番号 設定項目 設定内容

SW1

1 中継器アドレス OFF   第1段中継器（RS-485アドレス01)
ON 第2段中継器（RS-485アドレス10)

2

3

4

対象機種
(2、3、4を使用）

2 3 4 型番
OFF OFF OFF RNU-209
ON OFF OFF RNU-203
OFF ON OFF RNU-206
OFF OFF ON RNU-204
OFF ON ON RNU-207
ON ON OFF RNU-211
ON ON ON RNU-212

SW2

1 レベル制御 OFF 自動レベル制御
ON 手動レベル制御

2

3

4

レベル指定
(2、3、4を使用）

2 3 4 出力レベル
ON OFF OFF 100%
OFF ON OFF 75%
OFF OFF ON 50%
OFF OFF OFF 25%

SW3

1 RS-485通信速度 OFF 4800bps
ON 9600bps

2 受信種別 OFF PLC
ON RS-485

3 送信種別 OFF PLC
ON RS-485 （受信種別がONの場合は無効）

4 未使用 OFF 固定
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スイッチ番号 設定項目 設定内容

SW4

1
PLC受信感度指定1
(1、2を使用）

1 2 高感度指定
OFF OFF 標準感度
OFF ON Fl ～ F2を高感度化（ー6dB)

2 ON OFF Fl ～ F4を高感度化（ー6dB)
ON ON Fl ～ F6を高感度化（－6dB)

3
PLC受信感度指定2
(3、4を使用）

3 4 低感度指定
OFF OFF 標準感度
ON OFF Fl ～ F6を低感度化（＋6dB)

4 OFF ON Fl ～ F6を低感度化（＋12dB)
ON ON Fl ～ F6を低感度化（＋18dB)

SW5

1

PLC出力周波数
OFF：出力しない
ON：出力する
（ 全てOFFの 場 合、
PLC中継では受信周
波数にて出力し、RS-
485～PLC変 換 で
はFl、F2、F3を順に
出力）

OFF 周波数F1ON

2 OFF 周波数F2ON

3 OFF 周波数F3ON

4 OFF 周波数F4ON

5 OFF 周波数F5ON

6 OFF 周波数F6ON
＊工場出荷時の設定は、全てスイッチはOFFです。
＊SW1の対象機種は実際の使用機種に合わせて設定してください。
＊RNU-203をご使用のシステムにはRS-485通信での中継はできません。中継できるのはPLCのみのシステムになり
ます。
＊RNU-203、RNU-204は3周波の仕様ですのでF4～F6の信号周波数では受信できません。

●スイッチを操作する場合は、電源プラグを抜いた状態にして行ってください。
通電中に金属の細かい棒等で、スイッチ以外の箇所に接触すると故障の原
因となります。

●スイッチ操作は樹脂などの非金属を使用して設定してください。
●設定作業後、異物がケース内に無いことを確認してから電源プラグを差し込

んでください。
注　意注意
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　表示機能
LEDの表示内容は、以下のようになっています。

ＬＥＤ名称  状　態 内　容

電源
点灯 正常動作中
点滅 異常検出中
消灯 無通電

送信 点灯 ＰＬＣ信号送信中
点滅 加熱保護機能動作中

受信
点灯 ＰＬＣ信号受信中

点滅 一定時間（400秒）未受信
＜受信種別がPLCの場合＞

RS-485
点灯 RS-485送信/受信中

点滅 一定時間(200秒)未受信
＜受信種別がRS-485の場合＞

F1～F6 送信/受信中にいずれか点灯 送信/受信中の周波数表示
信号レベル1～4 送信/受信に合わせて点灯 送信/受信レベル表示

　設置〜運用の手順
設置位置を決定する

1.FVP（α）と警報表示器の中間に位置し、FVP（α）からの通信距離が100m以内となる分
電盤等に本装置を仮接続してください。

2.本装置の電源接続にあたっては、FVP（α）の電源接続相と本装置の相を合わせて接続して
ください。

3.相がわからない場合は、赤ー白相に接続し、本装置
の「受信」LEDが点灯した際の「F4～F6」LEDと
「信号レベル1〜４」のLED表示により、FVP（α）
から送られてくる３周波数分の受信レベルを確認
してください。
FVP（α）は通常１分間隔で F4→F5→F6→F4
の繰り返しで信号を送信しています。
この時の値は、後の比較のために紙などに記録し
ておいてください。
「信号レベル１～４」ＬＥＤは、点灯する数が多いほ
ど、受信レベルが大きいことを意味します。 
「F4～F6」LEDは、いずれかの周波数のLEDが
点灯します。

LED1～16

点灯 消灯

・最小レベル＝信号レベル1のみ点灯

・レベル３＝信号レベル１～3まで点灯

LED1～16

LED1～16
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ご注意「受信」LED消灯後すぐに「送信」LEDが点灯しますが「送信」LED点灯中の
レベル表示は本装置の送信レベルですので、お間違えのないようご注意くだ
さい。

4. 続いて白ー黒相に接続し、３と同様に３周波数分の受信レベルを確認してください。

5. 本装置の電源の取り方により、受信レベルを大きく表示した方が同相と判断できます。
手順3〜４で記録した電源配線の受信レベルの値を比較して、大きく表示した方の相に接
続してください。

6. いずれの相においても十分な受信レベルが得られない場合（例：３周波数ともに1しか点
灯しない場合）には、本装置をFVP（α）に近い方向に移設してください。（電源を接続し
易い場所を考えるとFVP（α）の近傍に設置するような状況も考えられますが、本装置の
送信レベルはFVP（α）に比べ、最大1.5倍の信号レベルで送信することが可能ですので、
通信状態の改善効果は期待できます）

7. 移設後においても相がわからない場合は、手順3〜5を行ってください。

警報表示器との通信を確認する
8. 本装置の設置場所が決まりましたら警報表示器の接続相の確認を行ってください。

確認手順については、警報表示器 取扱説明書の「４．ＰＬＣ受信レベル」を参照しながら、「Ｐ
ＬＣ出力強度とＰＬＣ周波数選択の変更・決定方法」と同様に行ってください。

ご注意 警報表示器の接続相を変更できない場合は、FVP（α）と本装置の両者の電
源接続相を変更してください。

9. 全ての通信が確認できましたら、運用を開始してください。

FVP（α）の通信を安定させる
10.  警報表示器で受信レベルがやや小さい（例：いずれか１つの周波数で、ＰＬＣレベル表示が…

3個以下）場合は、本装置のSW2-1 とSW2-2 を「ON」にすることで本装置の送信レベル
が最大となりますので、さらに安定した通信が期待できます。（9ページ）

11.	 本装置１台を接続しても警報表示器で「E2」が表示される場合は、本装置と警報表示器の中
間に2台目の本装置を接続することで、通信を安定させることができます。

12.	 ２台目の本装置のSW1-1を「ON」にして、１台目の本装置と同じ手順2〜9を行い、接続し
てください。

本装置の接続イメージは１4ページを参照してください。
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■システム構成例
本装置の接続組み合わせは、下図を参照してください。

（a）システム構成例（PLC）
最大2段の中継が可能
中継1：SW1-1(OFF)
中継2：SW1-1(ON)

PLC 通信 PLC 通信 PLC 通信

送信器
（FVP（α））

送信器～受信器間の分電盤などに設置

PLC中継器1 PLC中継器2 （警報表示器
データゲートウェイ）

受信器

電力線

（b）システム構成例（RS-485 ①） 
中継1：RS-485受信設定（SW3-2:ON）            ※RNU-203ではこの構成をご利用できません

電力線RS-485 通信
PLC 通信 PLC 通信電力線

送信器
（FVP（α）） PLC中継器1 PLC中継器2 （警報表示器

データゲートウェイ）

受信器

（c）システム構成例（RS-485 ②）  
中継１：RS-485送信設定（SW3-3:ON）
中継２：RS-485受信設定（SW3-2:ON）            ※RNU-203ではこの構成をご利用できません

 

電力線 電力線PLC 通信
RS-485 通信

PLC 通信

送信器
（FVP（α）） PLC中継器1 PLC中継器2 （警報表示器

データゲートウェイ）

受信器
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（d）システム構成例（RS-485 ③） 
中継２：RS-485送信設定（SW3-3:ON）             ※RNU-203ではこの構成をご利用できません

電力線 電力線PLC 通信
RS-485 通信

送信器
（FVP（α）） PLC中継器1 PLC中継器2 （警報表示器

データゲートウェイ）

受信器

（e）システム構成例（RS-485 ④）
中継１：RS-485受信設定（SW3-2:ON）
中継２：RS-485送信設定（SW3-3:ON）             ※RNU-203ではこの構成をご利用できません

電力線 電力線RS-485 通信
PLC 通信

RS-485 通信

送信器
（FVP（α）） PLC中継器1 PLC中継器2 （警報表示器

データゲートウェイ）

受信器
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　仕様

17575
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り
付
け
穴
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法
）

160（取り付け穴寸法）

〔寸法単位：mm〕

■主な仕様
名称 PLC中継器
電源仕様 定格電圧 AC100V±10%

定格周波数 50Hz／60Hz±1Hz
消費電力 7VA 以下（通信中を除く）

PLC仕様 送信出力 最大　約6A
受信感度 −39dBV標準

環境条件 設置条件 屋内
周囲温度 −10～55℃
相対湿度 90%以下（非結露時）

外形寸法 175（W）×175（H）×75（D）mm (突起物を除く)
取付方法 壁取付、マグネット取付兼用
質量 約0.9kg

■外形寸法図・取付寸法図
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●製品をご使用の際には、必ず本取扱説明書をお読みください。
●記載内容は、設計変更その他の理由により、ご連絡申しあげることなく変更させていただくことがありますので、あらかじめ
ご了承ください。

●本書の内容について、ご不審な点や誤り、記載漏れなど、お気付きの点がありましたらご連絡ください。
●本書は、お買い上げ時に製品本体に付属しているもの以外は有償となりますので、あらかじめご了承ください。

◎製品に関するお問い合わせは、下記へご連絡ください。
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